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滋賀県における少子化の現状 
2021 年６月 30 日 

㈱しがぎん経済文化センター 

産業・市場調査部：髙橋 

 

・滋賀県の総人口は 2013 年の約 142 万人をピークに減少に転じており、今後も人口の減少

は続いていくことが見込まれる。さらに、昨年から続く新型コロナウイルス感染症の影響

により、滋賀県でも婚姻数の減少や出生率の低下傾向がみられる。 

・そのような中、今年６月に育児・介護休業法が改正され、22 年４月から段階的に施行さ

れることになり、今後は希望に応じて、男女とも仕事と育児を両立しやすい環境が整備さ

れつつある。 

・そこで将来推計人口などのデータから、滋賀県における少子化の状況と、これからの子育

て環境などについて考えてみた。 

 

１．将来推計人口について 

（１）全国の将来推計人口 

  2017 年に国立社会保障・人口問題研究所が公表した「日本の将来推計人口」によると、

人口推計の出発点である2015年の日本の総人口は、同年の国勢調査によれば1億 2,709

万人であった。出生中位推計の結果に基づけば、この総人口は、以後長期の人口減少過

程に入り、40 年の 1 億 1,092 万人を経て、53 年には 1 億人を割って 9,924 万人とな

り、65 年には 8,808 万人になるものと推計される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国立社会保障・人口問題研究所 
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（２）滋賀県の将来推計人口 

 

・2018 年に国立社会保障・人口問題研究所が公表した「日本の地域別将来推計人口」によ

ると、滋賀県の将来推計人口は、25 年に 1,394,593 人（５年間増減率△1.0％）、30 年に

1,371,841 人（同△1.6％）、35 年に 1,341,440 人（同△2.2％）、40 年に 1,304,201 人（同

△2.8％）と減少が続き、45 年には 1,262,924 人（同△3.2％）となると予想されている。 

・年代別にみると、「0～14 歳」では、25 年に 186,138 人（同△5.1％）、30 年に 177,370 人

（同△4.7％）、35 年に 169,337 人（同△4.5％）、40 年に 164,002 人（同△3.2%）と大幅

に減少し、45 年には 158,223 人（同△3.5％）となる見込み。 

・「15～64 歳」では、25 年に 825,325 人（同△2.0％）、30 年に 800,961 人（同△3.0％）、

35 年に 767,417 人（同△4.2％）、40 年に 713,324 人（同△7.0％）と、こちらも大幅な減

少が続き、45 年には 671,449 人（同△5.9％）となる見込み。 

・一方、「65 歳以上」では、25 年に 383,130 人（同＋3.4％）、30 年に 393,510 人（同＋

2.7％）、35 年に 404,686 人（同＋2.8％）、40 年に 426,875 人（同 5.5％）と大幅な増加が

続き、45 年には 433,252 人（同＋1.5％）となる見込みである。 

・45 年には、「０～14 歳」と「65 歳以上」の合計が 591,475 人となり、「15～64 歳」の

671,449 人にかなり近づく見通しで、これから 20 年ほどで、滋賀県の少子化と高齢化は

一気に進むものとみられる。 

 

資料：国立社会保障・人口問題研究所 
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２．合計特殊出生率の推移 

（１）全国の合計特殊出生率 

・厚生労働省が発表した「令和２年人口動態統計年報年計（概数）の概況」によると、

2020年の全国の合計特殊出生率は1.34で、前年の1.36より低下している。 

・年次推移をみると、06年から上昇傾向が続いていたが、14年に低下し、15年の再上昇

の後、16年からは再び低下している。 

・母の年齢（５歳階級）別にみると、最も合計特殊出生率が高いのは、30～34歳となっ

ている。 

 

 

 

資料：厚生労働省 

※合計特殊出生率 

ある期間（１年間）の出生状況に着目したもので、その年における各年齢（15～49 歳）

の女性の出生率を合計したもの。 
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（２）滋賀県の合計特殊出生率 

・滋賀県の合計特殊出生率は 1.47 で、前年から横ばいとなった。 

・年次推移をみると、近年では 05 年の 1.39 が最も低く、そこから 15 年の 1.61 までは回

復傾向にあったものの、以降は減少傾向が続いている。 

 

 

 

資料：厚生労働省 
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資料：厚生労働省 
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３．出生数について 

（１）2021 年１～３月の出生数 

・厚生労働省が発表した人口動態統計によると、21年1～3月期の全国の出生数は192,977

人と前年同期比△9.2％となった。 

・都道府県別にみると、東京都が同△14.1％と減少幅が最も大きく、秋田県（同△12.0％）、

埼玉県（同△11.9％）、青森県（同△11.5％）、福島県（同△11.2％）と続いている。 

・滋賀県の出生数は 2,419 人で、△8.3％と全国 25 位となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省 

順位 都道府県 2021年 2020年 増減率

全 国 192,977 212,446 -9.2%

1 徳 島 1,124 1,150 -2.3%

2 新 潟 3,140 3,220 -2.5%

3 沖 縄 3,477 3,605 -3.6%

4 鳥 取 947 982 -3.6%

5 島 根 1,087 1,135 -4.2%

6 愛 媛 2,053 2,151 -4.6%

7 和歌山 1,398 1,467 -4.7%

8 栃 木 2,783 2,923 -4.8%

9 鹿児島 2,856 3,004 -4.9%

10 熊 本 3,196 3,372 -5.2%

11 香 川 1,536 1,623 -5.4%

12 長 崎 2,300 2,432 -5.4%

13 静 岡 5,461 5,786 -5.6%

14 山 梨 1,200 1,274 -5.8%

15 三 重 2,753 2,924 -5.8%

16 富 山 1,453 1,554 -6.5%

17 高 知 1,038 1,111 -6.6%

18 岩 手 1,594 1,718 -7.2%

19 大 分 1,833 1,976 -7.2%

20 北海道 6,944 7,527 -7.7%

21 岐 阜 3,000 3,256 -7.9%

22 愛 知 12,919 14,027 -7.9%

23 広 島 4,573 4,968 -8.0%

24 宮 城 3,209 3,493 -8.1%

25 滋 賀 2,419 2,637 -8.3%

26 岡 山 3,150 3,438 -8.4%

27 群 馬 2,800 3,071 -8.8%

28 大 阪 14,081 15,492 -9.1%

29 奈 良 1,853 2,039 -9.1%

30 山 口 1,991 2,192 -9.2%

31 福 井 1,270 1,401 -9.4%

32 福 岡 8,934 9,886 -9.6%

33 茨 城 4,028 4,458 -9.6%

34 宮 崎 1,949 2,159 -9.7%

35 神奈川 13,342 14,790 -9.8%

36 京 都 3,854 4,273 -9.8%

37 兵 庫 8,348 9,323 -10.5%

38 石 川 1,742 1,946 -10.5%

39 長 野 3,017 3,375 -10.6%

40 佐 賀 1,421 1,593 -10.8%

41 山 形 1,411 1,585 -11.0%

42 千 葉 8,843 9,940 -11.0%

43 福 島 2,646 2,981 -11.2%

44 青 森 1,590 1,797 -11.5%

45 埼 玉 10,491 11,904 -11.9%

46 秋 田 1,063 1,208 -12.0%

47 東 京 20,860 24,280 -14.1%

2021年１～３月の出生数増減率
（都道府県別ランキング）
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（２）2020年度の出生数 

・全国の出生数は853,214人で、前年度から42,325人のマイナスとなり、減少率は4.7％

となった。19年度の減少率は4.3％であり、減少幅は拡大している。 

・都道府県別にみると、東京都が19年度の全国１位（△2.1％）から35位（△5.8％）、神

奈川県が5位（△2.7％）から31位（△5.5％）、兵庫県が6位（△2.7％）から32位（△

5.6％）となるなど、特に新型コロナウイルス感染症の影響を長期間受けた都市部での

減少幅の拡大がみられた。 

・滋賀県の出生数は10,649人で、19年の27位（△5.3％）から13位（△3.8％）と減少幅

は縮小した。 

 

資料：厚生労働省 

順位  都道府県 2020年度 2019年度 増減率 順位  都道府県 2019年度 2018年度 増減率

全　　　国 853,214 895,539 -4.7% 全　　　国 895,539 935,375 -4.3%

1 沖    　縄 15,380 15,486 -0.7% 1 東　　　京 102,735 104,965 -2.1%

2 山　　　梨 5,432 5,477 -0.8% 2 大　　　阪 64,176 65,695 -2.3%

3 徳　　　島 4,725 4,801 -1.6% 3 鳥　　　取 4,296 4,398 -2.3%

4 島　　　根 4,756 4,857 -2.1% 4 山　　　口 9,436 9,675 -2.5%

5 熊    　本 13,771 14,107 -2.4% 5 神  奈　川 63,218 64,967 -2.7%

6 岡　　　山 13,855 14,219 -2.6% 6 兵　　　庫 39,489 40,604 -2.7%

7 大    　分 7,881 8,122 -3.0% 7 和　歌　山 6,214 6,421 -3.2%

8 新　　　潟 13,703 14,144 -3.1% 8 沖    　縄 15,486 16,008 -3.3%

9 和　歌　山 6,016 6,214 -3.2% 9 福　　　岡 40,908 42,384 -3.5%

10 福    　井 5,498 5,683 -3.3% 10 埼　　　玉 49,735 51,663 -3.7%

11 大　　　阪 61,866 64,176 -3.6% 11 京　　　都 17,683 18,369 -3.7%

12 群　　　馬 12,330 12,792 -3.6% 12 富　　　山 6,929 7,202 -3.8%

13 滋　　　賀 10,649 11,071 -3.8% 13 長　　　野 14,303 14,917 -4.1%

14 愛　　　知 56,592 58,917 -3.9% 14 千　　　葉 41,666 43,460 -4.1%

15 石　　　川 7,846 8,174 -4.0% 15 広　　　島 20,791 21,698 -4.2%

16 千　　　葉 39,926 41,666 -4.2% 16 北　海　道 32,050 33,457 -4.2%

17 鹿  児  島 12,297 12,840 -4.2% 17 岡　　　山 14,219 14,856 -4.3%

18 茨　　　城 17,707 18,493 -4.3% 18 佐　　　賀 6,623 6,920 -4.3%

19 福　　　岡 39,155 40,908 -4.3% 19 島　　　根 4,857 5,075 -4.3%

20 静　　　岡 23,533 24,609 -4.4% 20 愛　　　知 58,917 61,583 -4.3%

21 福　　　島 11,627 12,169 -4.5% 21 宮    　崎 8,679 9,077 -4.4%

22 広　　　島 19,848 20,791 -4.5% 22 高　　　知 4,517 4,729 -4.5%

23 岩  　　手 6,961 7,296 -4.6% 23 香　　　川 6,839 7,161 -4.5%

24 埼　　　玉 47,410 49,735 -4.7% 24 山　　　梨 5,477 5,736 -4.5%

25 京　　　都 16,836 17,683 -4.8% 25 石　　　川 8,174 8,597 -4.9%

26 三　　　重 11,838 12,448 -4.9% 26 長    　崎 10,364 10,940 -5.3%

27 宮　　　城 14,513 15,266 -4.9% 27 滋　　　賀 11,071 11,687 -5.3%

28 富　　　山 6,585 6,929 -5.0% 28 山　　　形 6,912 7,317 -5.5%

29 愛　　　媛 8,602 9,082 -5.3% 29 大    　分 8,122 8,599 -5.5%

30 栃　　　木 12,260 12,953 -5.4% 30 福    　井 5,683 6,038 -5.9%

31 神  奈　川 59,712 63,218 -5.5% 31 鹿  児  島 12,840 13,644 -5.9%

32 兵　　　庫 37,289 39,489 -5.6% 32 宮　　　城 15,266 16,237 -6.0%

33 長    　崎 9,774 10,364 -5.7% 33 秋　　　田 5,155 5,485 -6.0%

34 青　　　森 7,113 7,544 -5.7% 34 茨　　　城 18,493 19,716 -6.2%

35 東　　　京 96,753 102,735 -5.8% 35 静　　　岡 24,609 26,291 -6.4%

36 長　　　野 13,465 14,303 -5.9% 36 新　　　潟 14,144 15,117 -6.4%

37 岐　　　阜 12,818 13,638 -6.0% 37 徳　　　島 4,801 5,145 -6.7%

38 佐　　　賀 6,217 6,623 -6.1% 38 群　　　馬 12,792 13,736 -6.9%

39 鳥　　　取 4,032 4,296 -6.1% 39 岐　　　阜 13,638 14,653 -6.9%

40 香　　　川 6,414 6,839 -6.2% 40 栃　　　木 12,953 13,926 -7.0%

41 宮    　崎 8,121 8,679 -6.4% 41 岩  　　手 7,296 7,866 -7.2%

42 北　海　道 29,971 32,050 -6.5% 42 奈　　　良 8,633 9,312 -7.3%

43 高　　　知 4,223 4,517 -6.5% 43 福　　　島 12,169 13,134 -7.3%

44 山　　　形 6,450 6,912 -6.7% 44 三　　　重 12,448 13,446 -7.4%

45 奈　　　良 8,046 8,633 -6.8% 45 熊    　本 14,107 15,300 -7.8%

46 秋　　　田 4,786 5,155 -7.2% 46 愛　　　媛 9,082 9,878 -8.1%

47 山　　　口 8,632 9,436 -8.5% 47 青　　　森 7,544 8,291 -9.0%

出生数の増減率（都道府県別ランキング）
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４．婚姻数について 

（１）21 年 1～3 月の婚姻数 

・21 年 1～3 月の全国の婚姻数は 146,057 組で、前年同期比で 9,209 組のマイナスとな

り、同△5.9％となった。 

・都道府県別にみると、神奈川県が同△89.3％と最も減少し、愛知県（同△83.6％）、大

阪府（同△83.5％）、広島県（同△73.7％）、茨城県（同△70.4％）と続いている。 

・滋賀県は 3,405 組で前年同期比＋113.7％と大きく増加しており、増減率は全国 10 位

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：厚生労働省 

順位 都道府県 2021年 2020年 増減率

全 国 146,057 155,266 -5.9%

1 岩 手 7,798 1,096 611.5%

2 山 形 6,559 971 575.5%

3 富 山 6,655 1,000 565.5%

4 長 野 11,469 2,201 421.1%

5 北海道 20,109 6,004 234.9%

6 京 都 9,612 3,143 205.8%

7 山 口 3,984 1,387 187.2%

8 高 知 1,835 699 162.5%

9 秋 田 1,774 731 142.7%

10 滋 賀 3,405 1,593 113.7%

11 宮 崎 2,258 1,197 88.6%

12 徳 島 1,413 757 86.7%

13 福 井 1,432 792 80.8%

14 愛 媛 2,057 1,406 46.3%

15 山 梨 1,341 943 42.2%

16 島 根 962 703 36.8%

17 新 潟 2,858 2,116 35.1%

18 鳥 取 749 559 34.0%

19 三 重 2,509 2,013 24.6%

20 香 川 1,156 1,096 5.5%

21 佐 賀 936 893 4.8%

22 和歌山 1,074 1,033 4.0%

23 栃 木 2,139 2,086 2.5%

24 鹿児島 1,901 1,861 2.1%

25 長 崎 1,379 1,401 -1.6%

26 奈 良 1,286 1,338 -3.9%

27 岐 阜 1,963 2,113 -7.1%

28 兵 庫 5,588 6,512 -14.2%

29 岡 山 1,952 2,283 -14.5%

30 埼 玉 6,199 8,223 -24.6%

31 石 川 812 1,260 -35.6%

32 青 森 714 1,153 -38.1%

33 群 馬 1,239 2,057 -39.8%

34 静 岡 2,288 4,166 -45.1%

35 福 島 975 1,814 -46.3%

36 東 京 10,856 24,080 -54.9%

37 大 分 576 1,304 -55.8%

38 千 葉 2,998 7,139 -58.0%

39 宮 城 1,052 2,564 -59.0%

40 熊 本 676 2,066 -67.3%

41 福 岡 2,085 6,864 -69.6%

42 沖 縄 757 2,511 -69.9%

43 茨 城 910 3,071 -70.4%

44 広 島 892 3,395 -73.7%

45 大 阪 1,971 11,971 -83.5%

46 愛 知 1,676 10,232 -83.6%

47 神奈川 1,228 11,469 -89.3%

2021年１～３月の婚姻数
（都道府県別ランキング）
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（２）20 年度の婚姻数 

・20 年度の婚姻数をみると、全国では 528,374 組で前年度と比べ 101,113 組減り、減少

率は 16.1％となった。19 年度の 7.1％増から一転し、大きく減少した。19 年度はすべ

ての都道府県で前年度と比べて増加していたが、20 年度はすべての都道府県で前年度

比較、減少に転じた。新型コロナウイルス感染症の影響で、結婚を控える動きが全国的

に広まったと考えられる。 

・都道府県別にみると、東京都が 19 年度の全国３位（前年度比＋10.2％）から 47 位（同

△21.9％）と最下位となったのを始め、沖縄県が 28 位（同＋5.7％）から 46 位（同△

19.5％）、岐阜県が８位（同＋7.7％）から 44 位（同△17.7％）、神奈川県が 25 位（同

＋5.9％）から 39 位（同△16.4％）、千葉県が 10 位（＋7.6％）から 38 位（△16.3％）

など、こちらも新型コロナウイルス感染症の影響で、緊急事態宣言が発出された地域を

中心に順位が大幅に低下した。 

・滋賀県は 5,872 組で同 9.8％減となったものの、減少率は全国２番目の低さであった。 

 

資料：厚生労働省 

順位  都道府県 2020年度 2019年度 増減率 順位  都道府県 2019年度 2018年度 増減率

全 国 528,374 629,487 -16.1% 全 国 629,487 587,923 7.1%

1 高 知 2,554 2,746 -7.0% 1 岡 山 9,173 8,287 10.7%

2 滋 賀 5,872 6,508 -9.8% 2 秋 田 3,310 2,992 10.6%

3 佐 賀 3,152 3,504 -10.0% 3 東 京 96,073 87,163 10.2%

4 香 川 3,907 4,376 -10.7% 4 三 重 8,172 7,468 9.4%

5 福 井 3,062 3,452 -11.3% 5 大 阪 48,804 44,624 9.4%

6 徳 島 2,634 2,984 -11.7% 6 鳥 取 2,475 2,275 8.8%

7 愛 媛 5,022 5,692 -11.8% 7 大 分 5,189 4,803 8.0%

8 広 島 11,912 13,515 -11.9% 8 岐 阜 8,587 7,974 7.7%

9 長 崎 5,000 5,697 -12.2% 9 福 井 3,452 3,206 7.7%

10 宮 崎 4,255 4,855 -12.4% 10 千 葉 28,726 26,709 7.6%

11 島 根 2,493 2,855 -12.7% 11 北 海 道 24,628 22,949 7.3%

12 山 口 4,922 5,675 -13.3% 12 福 岡 27,342 25,488 7.3%

13 奈 良 4,674 5,390 -13.3% 13 栃 木 8,680 8,099 7.2%

14 岡 山 7,941 9,173 -13.4% 14 広 島 13,515 12,621 7.1%

15 熊 本 7,025 8,124 -13.5% 15 愛 知 41,241 38,550 7.0%

16 福 島 6,652 7,720 -13.8% 16 兵 庫 26,468 24,754 6.9%

17 大 分 4,461 5,189 -14.0% 17 埼 玉 33,210 31,157 6.6%

18 富 山 3,748 4,361 -14.1% 18 滋 賀 6,508 6,116 6.4%

19 宮 城 9,118 10,624 -14.2% 19 新 潟 9,151 8,606 6.3%

20 和 歌 山 3,446 4,016 -14.2% 20 鹿 児 島 7,423 6,981 6.3%

21 石 川 4,488 5,248 -14.5% 21 山 梨 3,785 3,561 6.3%

22 山 形 3,579 4,188 -14.5% 22 石 川 5,248 4,950 6.0%

23 鹿 児 島 6,327 7,423 -14.8% 23 群 馬 8,555 8,070 6.0%

24 岩 手 3,948 4,633 -14.8% 24 徳 島 2,984 2,816 6.0%

25 三 重 6,957 8,172 -14.9% 25 神 奈 川 46,376 43,795 5.9%

26 静 岡 13,919 16,350 -14.9% 26 京 都 12,859 12,158 5.8%

27 北 海 道 20,947 24,628 -14.9% 27 宮 崎 4,855 4,591 5.8%

28 大 阪 41,490 48,804 -15.0% 28 沖 縄 10,107 9,565 5.7%

29 栃 木 7,375 8,680 -15.0% 29 愛 媛 5,692 5,387 5.7%

30 長 野 7,988 9,403 -15.0% 30 茨 城 12,433 11,800 5.4%

31 愛 知 34,997 41,241 -15.1% 31 長 野 9,403 8,947 5.1%

32 埼 玉 28,175 33,210 -15.2% 32 奈 良 5,390 5,137 4.9%

33 鳥 取 2,098 2,475 -15.2% 33 福 島 7,720 7,358 4.9%

34 福 岡 23,151 27,342 -15.3% 34 香 川 4,376 4,172 4.9%

35 兵 庫 22,367 26,468 -15.5% 35 熊 本 8,124 7,754 4.8%

36 京 都 10,840 12,859 -15.7% 36 和 歌 山 4,016 3,838 4.6%

37 山 梨 3,184 3,785 -15.9% 37 富 山 4,361 4,178 4.4%

38 千 葉 24,058 28,726 -16.3% 38 岩 手 4,633 4,442 4.3%

39 神 奈 川 38,758 46,376 -16.4% 39 青 森 4,804 4,613 4.1%

40 茨 城 10,355 12,433 -16.7% 40 島 根 2,855 2,753 3.7%

41 群 馬 7,084 8,555 -17.2% 41 長 崎 5,697 5,495 3.7%

42 青 森 3,965 4,804 -17.5% 42 山 口 5,675 5,480 3.6%

43 秋 田 2,726 3,310 -17.6% 43 佐 賀 3,504 3,385 3.5%

44 岐 阜 7,063 8,587 -17.7% 44 静 岡 16,350 15,829 3.3%

45 新 潟 7,481 9,151 -18.2% 45 山 形 4,188 4,057 3.2%

46 沖 縄 8,138 10,107 -19.5% 46 宮 城 10,624 10,293 3.2%

47 東 京 75,066 96,073 -21.9% 47 高 知 2,746 2,677 2.6%

婚姻数の増減率（都道府県別ランキング）
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５．子育て環境の変化（育児・介護休業法の改正ポイント） 

（１） 改正の趣旨 

 ・今年６月に「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律

及び雇用保険法（以下、改正育児・介護休業法）」が成立した。 

・改正の趣旨は、出産や育児による労働者の離職を防ぎ、希望に応じて男女とも仕事と育

児を両立できるようにするもの。 

・今回の改正により、夫婦共稼ぎ世代を中心に育児負担が軽減されることが期待される。 

（２）改正の主なポイント 

① 柔軟な育児休業の取得 

 現行の育休制度  新制度 

対象期間 

取得可能日数 

原則子が１歳 

（最長２歳） 

まで 

 子の出生後８週間以内に４週

間まで取得可能 

申し出期限 原則休業の 

１か月前まで 

 原則休業の 

２週間前まで 

分割取得 原則分割不可  分割して２回取得可能 

休業中の就業 原則就業不可  休業中に就業することが可能 

 ※新制度は現行とは別に取得可能。 

② 雇用環境の整備などが事業主の義務になる。 

・育児休業を取得しやすい雇用環境の整備（研修、相談窓口設置等） 

・妊娠・出産（本人または配偶者）の申し出をした労働者に対する個別の周知・意向確認

の措置。 

③ 有期雇用労働者の育児・介護休業取得要件が緩和される。 

・「1 歳６か月までの間に契約が満了することが明らかでない」のみ要件となる。 

（「引き続き雇用された期間が 1 年以上」の要件は撤廃） 

④ 育児休業取得状況の公表が義務になる（従業員数 1,000 人超の企業）。 

＜施行日＞ 

① ：公布後１年６か月以内の政令で定める日 

② ③：令和４年４月１日 

④ ：令和５年４月１日 
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６．子育てを経済面から考える 

（１） 幼稚園から高等学校卒業までの 15 年間の学習費総額 

・各学年の学習費総額をケース別に単純合計すると，ケース１（幼稚園・小学校・中学校・

高等学校すべて公立）の場合は約 541 万円となっている。また，ケース２（幼稚園だけ私

立，小学校以降はすべて公立）の場合は約 634 万６千円，ケース３（高等学校だけ私立）

の場合は約 694 万２千円，ケース４（幼稚園及び高等学校が私立）の場合は約 787 万８

千円，ケース５（小学校だけ公立）の場合は約 1,063 万３千円，ケース６（幼稚園・小学

校・中学校・高等学校すべて私立）の場合は約 1,829 万８千円となっている。なお，ケー

ス１とケース６の差は約 3.38 倍となっている。 

・また、参考に保育費用についても調べたところ、令和元年総務省「家計調査年報」による

と、大津市の保育費用は月額 6,029 円となっている。 

 

資料：文部科学省｢平成 30 年度 子供の学習費調査｣ 
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0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 16,000 18,000 20,000

①すべて公立

②幼稚園だけ私立

③高等学校だけ私立

④幼稚園及び高等学校が私立

⑤小学校だけ公立

⑥すべて私立

公立私立別学習費総額

幼稚園 小学校 中学校 高等学校

5,410

6,346

6,942

7,878

10,633

18,298

（千円）
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（２）大学授業料の推移 

文部科学省の資料から大学の授業料の推移をみてみると、令和２年度の授業料は、「国立

大学」で 535,800 円（平成元年度比較 1.58 倍）、「公立大学」で 536,382 円（同 1.62 倍）、

私立大学で 911,716 円（同 1.60 倍）となった。 

 

資料：文部科学省「私立大学等の令和元年度入学者に係る学生納付金等調査」 
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７．これからの少子化対策について 

（１）全国の取り組み 

・今年６月、内閣府は「令和３年版少子化社会対策白書」を公表した。その中で、「新型コ

ロナウイルス感染症の影響及びそれらへの対応について」を特集として取り上げている。 

・長期的にみて婚姻件数や出生数の減少傾向が続いていることに加え、新型コロナウイルス

感染症の流行が、結婚行動や妊娠活動に少なからず影響を及ぼした可能性があるものと

考えられ、今後の推移を注視していく必要があるとしている。 

 

 

資料：内閣府 
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（２）滋賀県の取り組み（施策） 

・2020 年３月に滋賀県は「人口減少を見据えた未来へと幸せが続く滋賀総合戦略」を策定

した。今後、一定の人口減少は避けられない中で、目指す将来像を実現するため、３つ

の基本政策（下図参照）のもと、人口減少の緩和に加えて、人口減少の時代に柔軟に適

応した活力ある地域づくりに留意した戦略を SDGs（持続可能な開発目標）の理念とと

もに、経済、社会、環境の調和を図りつつ展開することを基本政策としている。 

・重視する視点としては、①若い世代への支援と転入の拡大、②Society5.0 を見据えた産

業の振興、③誰もが活躍できる共生社会の実現、④「関係人口」等の創出・拡大、⑤人

口減少が進む地域への対応、の５項目を掲げている。 

 

資料：滋賀県 
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（３）滋賀県の具体的な取り組み例 

 ①しが de リモ婚（オンライン婚活イベント） 

 ・結婚を希望される方の出会いの場を創出するためのイベント。 

 ・県内外の 20～35 歳程度の方を対象として開催。 

 

資料：滋賀県 

 ②あいはぐパスポート（結婚応援パスポート） 

 ・滋賀県内の新婚世帯（結婚後１年以内）や２年以内に結婚を予定しているカップルを

対象としている。 

 ・「あいはぐパスポート」の協賛店でカードを提示すると商品の割引やプレゼントなど

のサービスが受けられるもの。 

 

資料：滋賀県 
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８．おわりに  

・全国的に進む少子化は、新型コロナ感染症の感染拡大により一段と加速している。将来

への不安が高まり、出産や結婚を控えた人が増えていることが要因であると考えられ

る。 

・滋賀県でも合計特殊出生率が低水準で推移していることに加え、出生数や婚姻数の減少

傾向がみられる。 

・そのような中、政府や与党は「子ども庁」の創設などの対策により、加速する少子化の

状況改善に向けた取り組み強化を検討している。また、滋賀県でも婚活イベントの開催

や結婚応援パスポートの利用促進など、これまでにない新たな取り組みを展開してい

る。 

・今回改正された育児・介護休業法は、仕事と育児の両立につながる大きな一歩であり、そ

うした環境面の改善と併せて、増加傾向が続く学習費負担の軽減など、子育てにおける経

済面での対策により、これから少子化対策が一層進むことを期待したい。 

以上 

 


